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写真アルバム長崎市・西彼杵の昭和

※
こ
れ
は
収
録
写
真
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
内
容
は
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

思い出の詰まった『昭和』へ時間旅行してみませんか
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写
真
ア
ル
バ
ム

長
崎
市・西
彼
杵
の
昭
和

長
崎
市・西
彼
杵
の
昭
和

収
録
地
域
＝
長
崎
市
・
西
彼
杵
郡
（
長
与
町
・
時
津
町
）

収
録
地
域
＝
長
崎
市
・
西
彼
杵
郡
（
長
与
町
・
時
津
町
） 本

書
の
主
な
内
容

【
戦
前
・
戦
中
】

油
屋
町
で
の
出
征
風
景

船
津
町
の
川
船
前
で

料
亭
富
貴
楼
の
正
月
風
景

昭
和
初
期
の
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

長
崎
濱
町
郵
便
局

飽
浦
小
学
校
に
集
ま
っ
た
少
国
民
た
ち

上
海
航
路
を
運
航
し
た
長
崎
丸
乗
組
員

四
海
樓
創
業
者
陳
平
順
の
還
暦
祝
い

金
比
羅
山
か
ら
浦
上
天
主
堂
を
望
む

勝
山
国
民
学
校
の
校
庭
に
て

香
焼
村
の
大
日
本
国
防
婦
人
会

川
南
工
業
香
焼
島
造
船
所
の
作
業
風
景

中
小
島
町
南
部
女
子
防
護
団

西
坂
尋
常
高
等
小
学
校
の
女
子
児
童
た
ち

伊
王
島
尋
常
高
等
小
学
校

戦
前
の
長
崎
市
立
商
業
学
校

新
町
に
あ
っ
た
長
崎
女
子
商
業
学
校

中
川
カ
ル
ル
ス
へ

茂
木
の
海
岸
を
望
む

長
崎
刑
務
所
浦
上
刑
務
支
所

東
望
の
浜
で
海
水
浴
　
　
　
ほ
か

【
戦
後
】

長
崎
駅
前
の
旧
景

観
光
通
り

酒
屋
町
の
商
店
街

思
案
橋
電
停
か
ら
浜
屋
百
貨
店
を
見
る

岡
政
百
貨
店
の
屋
上
遊
園
地

キ
ャ
バ
レ
ー
銀
馬
車

新
大
工
町
商
店
街

築
町
の
商
店
街

大
黒
市
場
に
て

諏
訪
神
社
前
を
行
く
市
電

大
浦
海
岸
通
り

田
上
地
区
の
風
景

長
崎
港

稲
佐
山
登
山
道
入
口
付
近

取
り
壊
さ
れ
る
前
の
浦
上
天
主
堂
の
前
で

稲
佐
山
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

グ
ラ
バ
ー
邸
前
で
記
念
撮
影

西
山
町
の
金
比
羅
山
へ

遊
園
地
ス
カ
イ
ラ
ン
ド

完
成
し
た
長
崎
市
庁
舎
全
景

原
爆
資
料
館
前
か
ら
浦
上
駅
方
面
を
見
る

正
覚
寺
下
の
玉
帯
橋
付
近
の
風
景

小
ヶ
倉
を
遠
望

茂
木
港
に
て
あ
け
ぼ
の
丸
の
進
水
式

諏
訪
神
社
へ
初
詣

大
橋
町
の
共
同
水
道

深
堀
町
の
北
園
商
店
開
店
祝
い

西
濵
町
の
龍
船

小
ヶ
倉
く
ん
ち

茂
木
く
ん
ち
の
相
撲
大
会

昭
和
天
皇
の
長
崎
巡
幸

長
崎
港
祭
の
仮
装
パ
レ
ー
ド

大
雪
の
日

映
画
「
若
い
人
」
の
ロ
ケ
風
景

海
星
高
校
が
高
校
野
球
九
州
大
会
初
制
覇

平
和
祈
念
像
前
か
ら
九
州
一
周
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト

移
動
動
物
園
が
や
っ
て
き
た

宮
摺
海
水
浴
場
で
水
着
モ
デ
ル
撮
影
会

長
崎
大
水
害
で
崩
れ
た
眼
鏡
橋

四
海
樓
二
代
目
の
竜
頭
船
型
精
霊
船

銭
座
小
学
校
入
学
式

伊
良
林
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

稲
佐
小
学
校
卒
業
記
念
写
真

深
堀
小
学
校
で
女
相
撲
の
集
合
写
真

淵
中
学
校
運
動
会

長
崎
西
高
校
の
体
育
祭

流
行
の
フ
ラ
フ
ー
プ
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

福
田
に
あ
っ
た
長
崎
遊
園
地

ネ
ズ
ミ
島
の
大
名
行
列

矢
上
地
区
旧
景

長
崎
水
族
館
へ
遠
足

野
母
崎
の
樺
島
灯
台
に
て

脇
岬
の
長
崎
県
亜
熱
帯
植
物
園

端
島

香
焼
鉱
業
の
香
焼
炭
鉱

高
浜
海
水
浴
場
に
て
三
菱
造
船
所
の
慰
安
会

外
海
に
架
橋
さ
れ
た
新
神
浦
橋

池
島
の
炭
鉱
職
員
ア
パ
ー
ト

出
津
小
学
校
落
成
記
念
の
仮
装

明
誠
高
校
が
建
つ
前
の
西
海
郷
を
遠
望

東
公
民
館
前
に
停
ま
る
タ
ク
シ
ー

長
与
中
央
商
店
街
の
風
景

長
与
町
三
根
郷
む

舟
津
浦
の
舟
溜
ま
り

長
与
駅
全
景

三
菱
の
長
崎
造
船
所
社
宅
の
運
動
会

長
与
中
学
校
の
木
造
校
舎
前
で

時
津
町
で
第
1
号
信
号
機
点
灯
式

時
津
町
町
民
体
育
祭

時
津
町
浦
郷
ペ
ー
ロ
ン
の
船
お
ろ
し

久
留
里
海
水
浴
場
で
水
泳
訓
練

時
津
町
町
制
施
行
記
念
の
奉
納
相
撲

時
津
小
学
校
　
　
　
ほ
か

◀福田にあった長崎遊園地入場口にて
〈長崎市大浜町・昭和46年頃・提供＝横山貞人氏〉

▲茂木橋口のペーロン
〈長崎市茂木町・昭和32年・提供＝山口貞行氏〉

▲長崎市立商業学校の生徒たち
〈長崎市油木町・昭和18年・提供＝矢野平八郎氏〉

▲三菱造船長崎造船所
〈長崎市南山手町・昭和28年・提供＝平瀬歌子氏〉▲国道202号に架橋された新神浦橋

〈長崎市神浦向町・昭和55年・提供＝本濵武氏〉

監修＝越中哲也（長崎歴史文化協会理事長）

　　 
監修＝越中哲也（長崎歴史文化協会理事長）

　　 岡林隆敏（長崎大学名誉教授）岡林隆敏（長崎大学名誉教授）
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2018
年

20０0
部限定

出版

満数に
なり次

第、締
め切ら

せて

いただ
きます

9月下旬
刊行予

定

ご予約
受付中

!!

県庁坂を行くパレードを一目見ようと賑わう沿道県庁坂を行くパレードを一目見ようと賑わう沿道
〈長崎市江戸町・昭和 37年・撮影＝矢野平八郎氏〉〈長崎市江戸町・昭和 37年・撮影＝矢野平八郎氏〉

心
に
刻
ま
れ
た
記
憶
の
中
の
ふ
る
さ
と
を

6
0
0
枚
の
懐
か
し
い
写
真
で
再
現
！

心
に
刻
ま
れ
た
記
憶
の
中
の
ふ
る
さ
と
を

6
0
0
枚
の
懐
か
し
い
写
真
で
再
現
！
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▶浜市新天通り　浜町アー
ケードと電車通りを結ぶ細い
路地で、バーやサロン、喫茶
店などが軒を連ねていた。写
真上部に浜屋百貨店の屋上
遊園地が見える。〈長崎市浜
町・昭和 40 年代・提供＝古
賀英人氏〉

◀東望の浜にて　八郎川河口の右岸に広がっていた東
望の浜は大正期から市民の海水浴場として親しまれた。
海の家が並び、夏ともなると多くの海水浴客で賑わった。昭
和 42 年に閉鎖され、現在は埋め立てられて中央卸売市
場などが建つ。後ろに写る和食・川徳は、今も営業してい

〉氏晴政口野＝供提・頃年03和昭・町中田市崎長〈。る

◀蔭ノ尾教会　明治 29 年、香焼町の蔭ノ尾島にあった灯台近く
に建っていた。しかし三菱重工業香焼工場建設のため住民と共
に移転、昭和 45年に現在地である深浦に移り香焼教会となった。
〈長崎市香焼町・昭和 35 年頃・提供＝一ノ瀬正明氏〉

▶神崎の山から眺めた時津中学校　時津中学校は昭和
22 年、時津国民学校高等科と時津実業高等青年学校を前
身として開校した。当時の校舎は木造平屋建て。写真では
校舎の目の前まで海が迫っているが、昭和 30 年代後半から

町津時郡杵彼西〈。るいてし変一は色景、りま始がて立め埋
浜田郷・昭和 29 年頃・提供＝宇木赫氏〉

▶長崎駅前のようす　現在の高架広場付近から東を
見ている。長崎電鉄の長崎駅前停留所には 3 輛の電
車が停まっているが、いずれも満員である。正面には長

・年24和昭・町黒大市崎長〈。ぶ並が店う扱を産土崎
撮影＝風間克美氏〉

◀長崎国体炬火ランナー　昭和 44 年、第
24回国民体育大会夏季、秋季大会が長崎
県を会場に行われた。愛称は「創造国体」。
写真は現在の長与町立図書館付近で、待
機している炬火ランナー。沿道には多くの人
が応援に駆けつけた。〈西彼杵郡長与町嬉
里郷・昭和 44 年・提供＝山口敏昭氏〉

▶長崎くんちの龍船　長崎くんちは諏訪神
社の祭礼であり、異国文化を取り入れた奉
納踊りが特徴である。写真は西浜町の曳き
物である龍船で、中央に設えられた朱塗り
の屋形は開くと舞台になり、ここで本踊りが
奉納される。〈長崎市上西山町・昭和 32
年・提供＝稲尾吉広氏〉

特 色

3 わかりやすい解説や
身近な話題が満載！

特 色

2 胸が熱くなる思い出の
情景がよみがえる！

特 色

4 ご家族、ご近所、ご友人
みなさまで楽しめる！

特 色

1 懐かしいオリジナル写真
約600点を厳選収録！


